
 

 

 

特別活動の目標 （学習指導要領より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別活動における視点 （特別活動が果たす役割） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動１ 学びの方向性 

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれ

た発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよ

りよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実

践的な態度を育てるとともに、人間としての生き

方についての自覚を深め、自己を生かす力を養

う。 

これらの活動を通して 

目標を達成する 

学級活動・児童会活動・クラブ活動 

学校行事 

学級活動・生徒会活動・学校行事 

小学校 

中学校 

学校行事             課題              実践 

学級活動             課題              実践 

児童会・生徒会活動      課題              実践 

集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいもの

へと形成するという視点 
人間関係形成 

自己実現 

（１）儀式的行事 
（２）文化的行事 
（３）健康安全・体育的行事 
（４）旅行・集団宿泊的行事 
（５）勤労生産・奉仕的行事 

 

学校行事での学びをその

後の生活に生かすこと 

学校行事の系統化 

学校文化を創ることを意識した

計画・立案・実践・振り返り 

行事間のつながりの意識化・

系統化を持たせる 

 

（１）学級や学校の生活づくり 

（２）適応と成長及び健康安全 

（３）学業と進路 

 

学級での「話し合い活動」

が上手に進められない 

話し合い活動のスキルアップ 

話し合いグッズの活用 

事前・事後指導の徹底 

（１）活動計画と運営 
（２）異年齢集団による交流 
（３）学校行事への主体的参加 
（４）ボランティア活動などの社会参画 

 

活動の自治力を高める 

小中の交流を推進する 

小中学校の組織改編 

小中合同リーダー研修の実施 

各種集会等の企画・運営 

特別活動 

社会参画 
よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に参画

し様々な問題を主体的に解決しようとするという視点 

 

集団の中で、現在及び将来の自己の生活の課題を発

見し、よりよく改善しようとする視点 

 

ど
う
実
現
す
る
の
か 

特別活動の実践で具体化していく（実現していく） 
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